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好天に白きわめけり花こぶし 
 

里山にこぶしの咲くころ、農家は忙しくなる。田打ち作業

を始めるので「田打桜」と呼ぶ地方もある。雲一つない青空

に真っ白な木蓮の花がクッキリと浮かび上がり、匂いこぶし

と愛でるように、香りの良い花である。新型コロナウイルス

のこともあり、暫く外出を控えていたのだが、ひさしぶりに

青空のもとに身を置くと、心も次第に解れて行くのを感じ

た。花言葉は「友情」「歓迎」であるように、心身ともに春

眠から目覚めたこぶしとの出会いであった。 
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